
20世紀の後半から、花の美しさを愛でる蓮、すな
わち「花蓮」が、愛好家のみならず一般の人からも注
目されるようになりました。
そうした潮流を率先し、花蓮の啓蒙と普及、同好
者の育成に尽力してき三浦功大・池上正治両氏が、
鋭意研究し蓄積した世界の蓮の花100種類の美し
い写真に添えて、植物としての蓮の花の生態や来
歴、信仰、物語・文学等々に語られる花蓮の世界を
合わせて、総合花蓮学の書物として提供いたしま
す。
花蓮の世界を10章で構成して、各分野において
代表的な蓮の花の写真を厳選、その背景や魅力を解
説しました。
近年、特に中国での関心が高まってきましたが、
東南アジア、欧米でも話題になっています。花を愛
でるのは世界共通ですから世界の人たちにむけて
日本語および、中国語と英語の解説をのせました。
地球環境問題が叫ばれるなか、水辺の環境保全に
花蓮が大きく貢献できるのではないかと期待して
います。
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本書の特色 花蓮の魅力のすべてを
楽しむ決定版

収録した主な花蓮・景勝地

・世界の花蓮、約100種を紹介
アジアからアメリカ、ロシアまで。貴重な花蓮を紹介。

・カラー図版208頁
高度な技術で撮影された花の姿を、フルカラーで再現。

・日本語・中国語・英語の3ヵ国語で構成
世界的に盛んになりつつある花蓮文化への貢献を意図
し、英語および中国語版の解説を併載。

・二著者（蓮文化研究会の元事務局長と理事）による最新
の知見と研究成果を反映させた解説を掲載。最先端の研
究成果を反映した解説を掲載。
・巻末に「花蓮学ノート」を掲載。豊富な図版資料とともに、
花蓮に関する知識を網羅掲載。
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誼牡丹蓮○仏足蓮○誠蓮○西円寺青蓮○碧台蓮○一天四
海○不忍池斑蓮○巨椋の輝○舞妃連○知里の曙○妙蓮○
千弁蓮○碗蓮（大阪「咲くやこの花館」）など、約100種
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○琵琶湖（滋賀県）○伊豆沼（宮城県）○瓢湖（新潟県）○広
昌（中国江西省）○白洋淀（中国河北省）○プジャヘ（中国
雲南省）○琿春（中国吉林省）○月牙湖（中国黒龍江省）○
江華島（韓国）○ビロビジャン（ロシア）○ウイスコンシン
州（アメリカ）
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品種毎に日本語・中国語・英語の詳細な
解説を付して花蓮学を提唱する 繊細優美な花の精を執念で写す

原寸組見本

泥土に生えて汚れなく、優美に妙なる大輪を
開花して芳香をはなつ浄土の花。

花の魅力にとりつかれ、世界の花蓮約 100種を
探索発見。花の姿を写し花蓮学を提唱する。


